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                           学校関係者評価委員会 委員長 渡邉 真弓 

 

 平成２５年度の学校関係者評価の結果、以下のとおり報告いたします。 

 

Ⅰ 重点目標について 

 富士中では、今年度の重点目標として「教育の質の向上を図り確かな学力を育成する」「生活指導

の充実に努め、豊かな人間性を育む」「地域教育基盤の確立と開かれた学校づくりを通して、思いや

りの心と地域への感謝の心を育成する」の３点を挙げ、それぞれに数値目標を設定しています。昨年

度クリアしている目標に対して更に高い目標を定め、努力している様子が見受けられるのは大変良い 

ことだと思います。しかし、高いレベルに設定してある数値目標をいかにクリアしていくかが課題と

して挙げられます。結果に結び付けるための更なる努力が必要です。 

 

Ⅱ 地域とともに子どもを育てる教育について 

 地域運営学校に指定されて５年目になりました。クリーン作戦、避難所運営訓練、古着回収、グリ

ーンアカデミー、挨拶運動や代沢地区文化スポーツ交流会等の地域活動・ボランティア活動を通して、

地域との交流を図っています。また「富士の学び舎」の教育活動は、小学校５校と富士中とで作られ

た世田谷９年教育にのっとり、小中連携も計画的に行われています。それらの活動は継続され、安定

しています。引き続き、地域とともに「豊かな人間性を育む」ことを目指した取り組みに期待します。 

  

Ⅲ 未来を担う子どもを育てる教育について 

 富士中は学習の｢質と量｣を常に大切にしています。質としては、国語・数学・英語における｢少人数

習熟度別授業｣の実施、全教員による授業研究・指導方法の工夫に取り組んでいます。併せて各教科に

おいて「ＩＣＴ活用授業」の推進を図っています。量としては、授業時数の確保に努めています。さ

らに、放課後学習・夏季補習教室や富士サタスタ、区土曜講習会・朝授業(３年生)等も定着していま

す。また、セーフティー教室においては、命の大切さを学びました。重点目標の一つである「確かな

学力を育成する」ことや「豊かな人間性を育む」こと、これらの取り組みは高評価のアンケート結果

が出ています。今後も維持に努めてください。 

 

Ⅳ 信頼と誇りの持てる学校づくりについて 

 学校経営方針に示された目標が、教職員はじめ保護者・地域に浸透され、学校運営の評価が高いの

はなによりです。ゲストティーチャーの講義も毎年工夫されており、進路指導やキャリア教育ととも

に多面的な成長に欠かせない刺激を与えてくれています。スクールカウンセラーの認知度も安定して

います。今年度は昨年度の授業日数や、行事変更等からくる様々な項目のマイナス数値が一変し、ほ

とんどのアンケート結果がプラスに転じました。引き続き今の状態が保持できるよう、また、今後の

取り組みにもたゆまぬ努力をお願いします。 

 

Ⅴ 教育環境の整備について 

 今年度は、長年の課題であった校舎西側トイレの改修工事が終わりました。老朽化した冷水器５機

のうち４機が新しくなりました。教育環境がかなり充実してきたことに感謝いたします。今後は未設

置の教室へのエアコン設置、体育館棟トイレの改修や図書室の照明等の環境改善もご検討ください。 

 

 



Ⅵ 学校生活全般について 

昨年度は、行事が余儀なく変更されたこともあり、アンケートのマイナス数値が多岐にわたりまし

た。しかし、開校記念日を授業日としたり、合唱コンクールを以前のような時期に戻したり等、時間

のやりくりを工夫されています。その結果、全体的にプラスの数値に転換されました。質の高い教育

活動を追求する日頃の努力に感謝いたします。より生徒達の意欲を引き出し、富士中生全員の幸せな

未来を応援していく姿勢をこれからも続けてほしいと思います。 

 

Ⅶ 学校評価委員会の総合所見  
 

 評価委員会としては、まず先生方への日常のご努力に感謝いたします。 

 １ 教職員による自己評価報告書を見ると、内容も具体的です。学校が地域の学校として意欲的に

取り組んでいることが分かります。 

 ２ 定期的に行われている安全指導や避難訓練、地域との連携による避難所運営訓練、災害時対応 

などの保護者への情報提供、校内現況や衛生面など、学校の安全性に対しての数値が全体的にプ 

ラスの評価に上がりました。今後も施設の安全性や指導、地域との連携、そして災害への備え、 

それらの拠点となる学校の役割に期待します。 

 ３ 生徒達は富士中が好きで誇りをもっており、楽しく学校生活を送っていることが分かりますが、

何のために勉強するのか分からなくなる悩みの多い年頃でもあります。今年度は、学校生活に関

する項目の数値が全体的に上がりましたが、生徒達にとって最大の教育環境は教師自身の姿その

ものであり、人間としての豊かさや広い分野での教養を求められると思います。学習面でも「質

と量の確保」をこれからも続けていただくとともに、生徒達と向き合う時間の確保にもご尽力を

お願いしたいと思います。また、各ご家庭・地域の皆様におかれましても、手本となる良き家庭

環境・地域環境として温かく子どもたちを見守っていただきたいと思います。 

 ４ 保護者による下校当番は、今年で１４年になりました。わが子だけではなく、地域の子どもた

ちの様子を知る良い機会となりました。この素晴らしい取り組みを、ぜひ継続していただきたい

と思います。 

 ５ 今年度も、夏の部活動合宿は長野県で無事実施することができました。顧問、外部指導員、看

護師をはじめ、支えてくださいました関係者の皆様に感謝いたします。  

 ６ 学校を取り巻くいろいろな環境が、年々、整備かつ改善されていることを評価いたします。な 

お、継続する課題につきましては、引き続きご検討ください。 
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